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楽
し
く
に
ぎ
わ
っ
た

図
書
館
ま
つ
り

　

９
月
12
日
、
大
宮
小
学
校
の

５
年
生
が
間
伐
材
を
使
っ
て
、

楽
器
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。　
　

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
今
ま
で

行
っ
て
い
た
森
林
学
習
の
一
環

と
し
て
初
め
て
行
わ
れ
、
材
料

の
間
伐
材
は
６
月
の
間
伐
体
験

の
際
に
で
き
た
も
の
を
使
用
し

ま
し
た
。
ま
た
、
楽
器
は
、
児

童
た
ち
が
出
し
合
っ
た
ア
イ
デ

ア
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
森

林
総
合
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
よ

り
考
案
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

楽
器
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
森
林
総
合
セ

ン
タ
ー
の
職
員
に
教
わ
り
な
が

ら
、
金
づ
ち
や
ナ
イ
フ
を
使
い

楽
器
づ
く
り
を
開

始
。
慣
れ
な
い
作

業
に
悪
戦
苦
闘
し

て
い
ま
し
た
が
、

苦
労
し
て
作
っ
た

楽
器
が
完
成
す
る

と
、
み
ん
な
う
れ

し
そ
う
に
演
奏
し

て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
今
回
作

っ
た
楽
器
は
、
11

月
に
開
催
さ
れ
る

香
美
市
音
楽
祭
等

で
、
演
奏
さ
れ
る

予
定
で
す
。

間
伐
材
で
マ
イ
楽
器
づ
く
り

　

今
年
度
、
香
美
市
で
は
８
人

の
方
が
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
９
月
11
日

に
は
、
門　

市
長
が
１
０

０
歳
に
な
ら
れ
た
方
の
自

宅
な
ど
を
表
敬
訪
問
し
、

長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

※

１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ

た
方
は
次
の
と
お
り
で

す
。
（
敬
称
略
）

【
香
北
町
】

　

西
本　
　

美
（
猪
野
々
）

　

川
崎　

佳
子
（
永
野
）

　

小
松
冨
久
美
（
蕨
野
）

【
土
佐
山
田
町
】

　

德
弘　

玉
井
（
東
本
町
）

　

時
久　

春
惠
（
中
組
）

　

光
明　

峯
於
（
植
）

　

宮
田　

末
子
（
逆
川
）

　

安
岡　

皆
子
（
山
田
）

香美市まちづくり寄附金
第一号は南 顕さん

　今年からスタートしたふるさと納

税制度により、関西香美市ふるさと

会の南　顕（みなみあきら）さんが「産

業振興、まちづくりに活用してほし

い」と寄附されました。

《香美市まちづくり寄附金の状況》

（８月末現在）

　大阪市　南　顕さん

　枚方市　坂本瑞奈さん

　枚方市　坂本智恵さん

　匿名含む計６件

　寄附金額　５３万８千円

　寄附金は、皆さんのふるさとへの

思いに応えるよう、大切に活用させ

ていただきます。
（企画課　☎５３－３１１４）

１
０
０
歳
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す

　

子
ど
も
た
ち
に
、
も
っ
と
図

書
館
に
親
し
ん
で
も
ら
お
う

と
、
『
図
書
館
ま
つ
り
』
が
８

月
23
日
に
市
立
図
書
館
で
開
催

さ
れ
、
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

ら
約
90
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
「
紙
芝
居

座
へ
ん
し
も
」
の
手
作
り
紙
芝

居
や
「
人
形
劇
団
と
ん
と
ん
び

ょ
う
し
」
の
大
型
ペ
ー
プ
サ
ー

ト
（
紙
人
形
）
に
よ
る
劇
、
「
山

田
お
は
な
し
の
会
」
の
読
み
聞

か
せ
や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な

ど
、
楽
し
い
お
話
に
見
入
っ
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ

ー
を
使
っ
た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
作

り
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
お
も

い
お
も
い
の
作
品
を
仕
上
げ
て

い
き
ま
し
た
。

　　　　　　　　▲楽器を積んでひと休み
▼

光
明
峯
於
さ
ん（
写
真
右
）

▲紙芝居を楽しむ子どもたち
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ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

消
防
団
が
夏
季
訓
練

◆
第
３
回
香
美
市
少
年
野
球
大

会　
（
８
月
16
・
17
・
24
日
、
土
佐

山
田
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
）

　　

県
内
22
チ
ー
ム（
市
内
か
ら
は

５
チ
ー
ム
）
が
参
加
し
、
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
る
中
、
香
長
フ

ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
が
決
勝
ま
で
進

出
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗

れ（
０
対
３
）
、
準
優
勝
と
な
り

ま
し
た
。

　
【
大
会
結
果
】

優　

勝

野
市
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ズ
Ａ（
香
南
市
）

準
優
勝

香
長
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ（
香
美
市
）

３　

位

長
岡
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ズ（
南
国
市
）

大
篠
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団（
南
国
市
）

　

香
美
市
の
２
つ
の
消
防
団

が
、
夏
季
訓
練
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

７
月
13
日
に
は
、
土
佐
山
田

消
防
団
（
団
員
ら
約
１
４
０
人

が
参
加
）
が
、
物
部
川
の
一
斉

清
掃
を
行
っ
た
後
、
楠
目
小
学

校
で
普
通
救
命
講
習
を
受
講
す

る
と
と
も
に
集
団
献
血
を
行
い

ま
し
た
。

　

８
月
３
日
に
は
、
香
北
消
防

団
（
団
員
ら
約
90
人
が
参
加
）

が
、
香
北
町
永
野
の
在
所
橋
付

近
で
消
火
訓
練
を
、
同
時
に
香

美
市
香
北
町
赤
十
字
奉
仕
団
に

よ
る
災
害
時
の
炊
き
出
し
訓
練

を
行
い
、
そ
の
後
、
市
川
公
園

で
放
水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

永年勤続
功労章

永年勤続
功労章

香北 本　部 副団長 松村　　純爾

香北

香北

香北

香北

物部

山田
精績章

勤続章

本　部

楠　目

副団長 吉川　　保雄

分団長 楠目　　和彦

山田

山田

山田

佐　岡 副分団長 恒石　　　　勲

西　川 副分団長 岡村　　優一

永　野
団員 谷内　　久男

西　川 班長

班長

石川　　　　清

岡本　　新一

岩　村 班長 梶原　　範民

片　地 団員 安井　　深水

繁　藤 団員 大峯日出男

日ノ御子 団員 鹿取　　忠雄

美良布 団員 川田　　和章

日ノ御子
班長 山中　　三良

班長 古井　　哲男

団員 岩﨑　　公一

暁　霞 団員 久保　　和昭

暁　霞 班長 福留　　紀男

五王堂 班長 立花　　定夫

猪野々

猪野々

副分団長 猪野　　展弘　　

美良布 　　班長 小松　　靜夫　　

勤続章

功績章

岩　村

山田

班長 岡部　　雅司

片　地 班長 大岸　　正和

新　改 団員 近森　　靖弘

暁　霞香北 団員 大石　　光男

五王堂

物部

団員 高橋　　誠一

団員 笹岡　　友晴

神　池 団員 野中　　光夫

大　栃 団員 山本　　伸夫

楠　目山田 班長 楠目　　譲二

岡ノ内物部 班長 南場　　良秀

佐　岡

山田

団員

団員

今久保正秀

山　田

岡部　　昌二

団員 亀井　　伸幸

団員 和田　　耕二

団員 竹平　　俊久

団員 原　　　　啓之

新　改

明　治

団員 三木　　善弘

繁　藤 団員 杉本　　　　守

永　野
香北

団員 吉村　　隆雄

団員 谷内　　一介

団員 岡本　　光之

団員 大西　　安雄

団員 笹岡　　　　寿

団員 山中　　茂彦

日ノ御子 団員 土居貴久男

消防庁長
官表彰

受章名

受章名

消防団

消防団

分　団

分　団

階級

階級

氏　　名

氏　　名

種別

種別

高　　

知　　

県　　

消　　

防　　

協　　

会　　

長　　

表　　

彰

日　

本　

消　

防　

協　

会　

長　

表　

彰

高　

知　

県　

知　

事　

表　

彰

消防団員ら４６人が表彰

▲各チームが懸命に戦いました

▲放水訓練の様子

　市内３つの消防団で、次の方々が表彰されました。

（※敬称略。（　）内は所属名。なお、具申時の階級と

現在の階級が一致していない場合があります）


